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アリバイ 
－現場不在証明－ 

 

 

ストーリー 
 あるホテルで、休日を楽しんでいたあなた。日常を離れ、ホテルでゆっくり過ごしていただけのはずが、 

 どういうわけか、殺人事件の容疑者にされてしまう。 

 たまたま居合わせた、あなたを含めた５人の容疑者たち。 

 お互いのアリバイを主張しあう中、自らの無実を信じてもらうことはできるでしょうか。 

 

 

内容物 
 アリバイカード（チップ）：６０枚（６種類［ロビー、談話室、娯楽室、食堂、書庫、庭園］、各１０枚） 

 コマンドカード（チップ）：３０枚（調査／証言カード１５枚、アリバイ崩し１０枚、捜査会議５枚） 

 容疑者カード：５枚 

死因カード：６枚 

凶器入手場所表示カード：３枚（両面にテキストと場所や？が描かれています） 

トリックの痕跡カード：５枚 

 真の犯行現場カード：１枚 

場所表示カード：６枚 

 死亡推定時刻表示カード：１枚 

詳細な死亡推定時刻捜査済みカード：１枚 

 アリバイ表シート：１枚 

容疑者情報シート：１枚 

 疑惑マーカー：４０個 

調査対象マーカー：１０個 

目撃証言マーカー：１５個 

 ダイス：１個 

 マニュアル（本紙）：１部 

 

 

ゲームの目的 
アリバイ証言を重ね、推理を進めることで、自らの疑惑を晴らすことが目的です。 

 ゲーム終了時に最も疑わしい（疑惑ポイント）プレーヤーが犯人として告発されます。 

（告発されたプレーヤーがゲームの敗者。それ以外のプレーヤーが勝者です） 

 告発されないように、事件の真相を調べ、疑われないようにアリバイ証言をしてください。 
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ルール 
 

ゲームの準備 

・アリバイ表シートと容疑者情報シートを並べて置きます。 

・死亡推定時刻表示カードを１５時から１７時の死亡推定時刻欄に置きます。 

・コマンドカードを除いた、アリバイカードのみをよくシャッフルして１枚引き、１６時の被害者の足取りに 

 置きます。 

・プレーヤーが５人未満の時は、右から足りない人数分、アリバイ表にアリバイカードを裏返しに置きます。 

 （４人の場合、明智五郎の欄を。３人の場合、杉山右京と明智五郎の欄を裏返したアリバイカードで埋め 

ます） 

・アリバイ表のプレーヤーの各時間の枠内に疑惑マーカーをひとつずつ置きます。 

・残ったアリバイカードとコマンドカードをよくシャッフルし、新たに山を作ります。 

・手札を 4 枚ずつ配ります。 

 手札が全てコマンドカードの場合のみ、全てを捨て札にして、新たに引き直すことができます。 

・死因カードを山にして、検視結果の死因欄に置き、１枚目を表にします。 

 死因が確定した場合、対応する凶器入手場所表示カードを凶器入手場所欄に置きます。 

・詳細な死亡推定時刻カードを、検視結果の詳細な死亡推定時刻欄に置きます。 

・トリックの痕跡カードを山にしてトリックの痕跡欄に置きます。 

・真の犯行現場カード、場所表示カードはトリックで「移動の痕跡」が出た場合にのみ使用するので、 

欄外においておきます。 

・調査対象となる場所に調査可能マーカーを置きます。 

 対象となるのは被害者の足取りの 13 時・14 時・15 時・17 時と詳細な死亡推定時刻、トリックです。 

 プレーヤーが 5 人未満の時、使用しない人物（目撃者になります）の足取りも調査対象になります。 

 （目撃者の証言欄 13 時～14 時に１つ、18 時～20 時に１つ、それぞれ調査可能マーカーを置きます。 

 15 時～17 時には調査可能マーカーは置かれません。捜査会議カードの効果によって、あるいはゲーム終了時に 

のみ調べることが可能です） 

 

 

４人プレイ時のセッティング例（マーカーの色は実際と異なる場合があります） 
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ゲームの開始 

・全員一斉に、１６時のアリバイを証言（手札から場所カードを出す）します。 

 この時は場所カード以外を出すことはできません。また、証言を拒否する（カードを出さない）ことも 

 できません。 

・プレーヤーが５人未満の場合、誰も使用していない目撃者の 16 時の足取り（アリバイ）も明らかにします。 

・出されたカードに対してアリバイの検証（後述）をします。 

 

 

ゲームの手順 

・最近証言をした人がスタートプレーヤーです。 

（いない場合はじゃんけんなどでスタートプレーヤーを決めてください） 

・山札から１枚引き、好きな時間帯のアリバイを証言する（場所カードを置く）。あるいはコマンドカードを 

 使う（カードは捨て札にします）。の、いずれかを実行します。 

 

 

アリバイの検証 

・ゲームの準備と手番の終了時にアリバイの検証を行います。 

・容疑者５人のうち、複数の人物が同じ場所にいたと証言している場合、それぞれのアリバイは成立します。 

・容疑者５人のうち、一人だけがその場所にいたと証言している場合、アリバイは成立しません。 

・アリバイが成立した場合、疑惑マーカーを取り除きます。 

・アリバイが成立しない場合、疑惑マーカーを１つ置かれた状態にします。 

 

 

コマンドカード 

 

調査／証言 

 

 

 
 

 

 

 

  

調査をするか証言を得るかを選ぶことができます。 

 調査：被害者についての不明点を調べて明らかにすることができます。 

    調査対象マーカーが置かれている項目を調べることができます。 

    （死因が不明な場合のみ、死因の調査を行います） 

 証言：自分のアリバイ証言の何処か１か所に、証言ありマーカーを置きます。 

    証言ありマーカーが置かれている証言は、他に同じ場所にいた人が 

いなくてもアリバイが成立します。 

    これによって疑惑が晴れた場合は、疑惑マーカーを取り除きます。 

    証言ありの場所に追加で証言マーカーを置くこともできます。 

 

アリバイ崩し 

 

 

 
 

 

容疑者のどこか１つのアリバイ証言を消去します。（アリバイ表から取り除く）

また、その時間の自分のアリバイがない場合、自分のアリバイ証言にすることも

できます。（アリバイ証言の移動） 

ただし、証言ありマーカーが置かれている場合は、マーカーを１つ取り除くだけ

で、消去や移動はできません。 

取り除かれたカードは捨て札になります。 

自分のアリバイを消去することもできますが、その場合は疑惑マーカーを自分の 
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名前のところに１つ追加します。 

捜査会議 

 

 

 

 

どこか１か所の時間帯を決めて、ゲーム開始時のように全員一斉にアリバイ 

証言をします。その時間帯をすでに証言済みプレーヤーは、参加しません。 

証言をアリバイ表に配置し、アリバイの検証を行います。まだ証言をしていない

のに証言を拒否した（カードを出さない）場合は、疑惑マーカーを 1 つ名前のと

ころに追加します。 

カードを出したプレーヤーは、検証が終わってから、プレイ順に手札を１枚ずつ

補充します。 

プレーヤーが５人未満の場合、目撃者の足取りは、どの時間帯であっても、該当

する時間帯を明らかにします。これによって調査可能マーカーの示す範囲すべて

が明らかになった場合、該当する調査可能マーカーを取り除きます。 

 

 

 

死亡推定時刻について 

「詳細な死亡推定時刻」と「トリックの痕跡」によって、死亡推定時刻が変化します。 

・死亡推定時刻の範囲が、アリバイ表の上方に縮まる。あるいは移動した場合 

 死亡推定時刻後にすでに明らかになっている足取り、あるいは調査可能マーカーがある場合、それをアリ 

バイ表から取り除きます。 

・死亡推定時刻の範囲が、アリバイ表の下方に移動した場合 

 新たに増えた範囲には、調査可能マーカーは置きません。最終的に新たに増えた範囲が死亡推定時刻の 

範囲として確定した場合、この時間の被害者の足取りはゲーム終了まで明らかになることはありません。 

 

 

ゲームの終了 

・ゲームの終了条件は以下のいずれかです。 

 Ａ．山札がなくなり、補充ができなくなった。 

 Ｂ．手番開始時に、自分のアリバイ証言がすべてそろっている。 

 

・どちらかの条件が満たされた場合、最終検証を行い、最も有力な容疑者を決定します。 
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最終検証 

 ・この段階でまだ調査をされていない項目（死因、詳細な死亡推定時刻、トリック、被害者の足取り、 

目撃者の足取り）について、すべて明らかにします。 

 ・凶器の発見場所を、ダイスを振って決定します。 

 ・トリックによって真の犯行現場が設定されている場合、死亡推定時刻の被害者の足取り２か所以外の場所 

  カードをシャッフルし、１枚引き、真の犯行現場にします 

 ・通常のアリバイ検証を再度行い、間違いがないかを確認します。 

 ・各時間帯の各プレーヤーの行動（所在地）について、以下の手順で検証を行います。 

（以下の判定は項目ごとにそれぞれ行い、重複している場合は全て追加していきます） 

 

Ａ．すべての時間帯共通 

 ・証言がない。あるいは単独行動をしている。などで、１人だけアリバイがない時間帯がある場合、 

その時間帯に疑惑マーカーを１つ追加します。 

（単独行動でも目撃証言によってアリバイが成立していれば該当しません。また、アリバイがないプレー 

ヤーが複数人いた場合は、その時間帯については「該当なし」になります） 

 ・それぞれのアリバイ不明の時間帯の数を確認し、もっとも多いプレーヤーの名前のところに疑惑マーカー 

  を１つ追加します。複数人いた場合、それぞれに１つずつ追加します。全員同数の場合は追加しません。 

 

Ｂ．死亡推定時刻以前 

 ・凶器の入手場所と思われる場所に立ち寄っていれば、その時間帯に疑惑マーカーを 1 つ追加します。 

 ・被害者と同じ場所にいた場合、その時間帯に疑惑マーカーを１つ追加します。（動機の発生） 

 ・トリックの痕跡により、遠隔殺人であることが明らかな場合、死亡推定時刻以前に犯行現場（死亡推定時 

  刻の被害者の足取り、最大２か所）に立ち寄っていれば、その時間帯に疑惑マーカーを 1 つ追加します。 

  （トリックの準備） 

 

Ｃ．死亡推定時刻内 

 ・遠隔殺人による犯行だった場合、アリバイが成立していない時間帯の疑惑マーカーを取り除き、 

  アリバイが成立している時間帯に疑惑マーカーを２つ置きます。 

 ・死体移動トリックが用いられていた場合、真の犯行現場にいた時間帯に疑惑マーカーを 2 つ追加します。 

  （アリバイが成立していてもこの処理は行います） 

 ・それ以外の場合、被害者の足取りと同じ場所にいる時間帯に疑惑マーカーを 2 つ追加します。 

  （アリバイが成立していてもこの処理は行います） 

 ・アリバイ証言がないプレーヤーは黙秘をしている状態といえますので、その時間帯に疑惑マーカーを１つ 

  追加します。 

 

Ｄ．死亡推定時間後 

 ・凶器の隠し場所に立ち寄っていれば、その時間帯に疑惑マーカーを１つ追加します。 

 ・死体移動トリックが用いられていた場合、真の犯行現場に立ち寄っていれば、その時間帯に 

疑惑マーカーを１つ追加します。 

 

・詳細な検視により死亡推定時刻が変更された場合、縮まった時間で検証を行います。 

・トリックの痕跡により、死亡推定時刻が変更された場合、変更後の時間で検証を行います。 

・トリックの痕跡により、死体の移動があったことが明らかになった場合、被害者の足取りと本当の犯行場所 

 の 2 か所についてそれぞれ判定を行います。 
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告発（勝敗の決定） 

全ての判定が終わった時点で、最も疑惑マーカーの数が多い人が最有力容疑者（ゲームの敗者）です。 

 

 

付録：カードリスト 
死因カード 

・絞殺 凶器の入手場所は「書庫」 

・刺殺 凶器の入手場所は「食堂」 

・撲殺 凶器の入手場所は「ロビー」 

・射殺 凶器の入手場所は「娯楽室」 

・ショック死 凶器の入手場所は「庭園」 

 

トリックの痕跡カード 

・温められた死体 死亡推定時刻が１時間後（アリバイ表では下）にずれる。 

・冷やされた死体 死亡推定時刻が１時間前（アリバイ表では上）にずれる。 

・移動の痕跡   犯行現場へ立ち寄ったかどうかの判定箇所が２か所に増える。 

・遠隔殺人    死亡推定時刻でのアリバイの有無の意味が逆になる（アリバイがあるほうが怪しい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アリバイ －現場不在証明－ 

初版：２０１８年５月６日（ゲームマーケット 2018 春） 

製作：トロヴィ工房（Mail：trovi.koubou@gmail.com Twitter：@MandR_Trovi） 

ゲームデザイン：ＲＹＵ 

広報：こっぺ 


